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問 8 次のうち,許可使用者が使用施設の構造を変更するため,文部科学大臣の許可を受けようとするとき申

請書に添え,又は提出しなければならないものとして,放射線障害防止法上定められているものの組合せ

はどれか。

A 変更の予定時期を記載した書面

B 変更に係るフード等の気体状の放射性同位元素等の広がりを防止する装置が文部科学省令で定める

能力を有するものであることを示す書面及び図面

C 工事を伴うときは,その1予定工事期間及びその工事期間中放射線障害の防止に関し講ずる措置をf己

載 した書面       |
D 放射線障害予防規程の変更の内容を記載 した書面

E 許可証

l  ABCのみ   2 ABPの み  O ACEの み   4 BDEの み   5 CDEの み

問 9 許可使用者が行 う使用施設等の変更に関する次の記述のうち,文部科学大臣の許可を受けなければなら

ない場合 として,放射線障害防止法上正 しいものの組合せはどれか。

A 容量が20立方メ|― トルの鉄筋コンクリァト製の排本浄化槽を,同 じ容量のステンレ不製の排水浄
｀
化槽に更新しようとする場合 ‐                            _

B 事業所内にある独立し|た 2つの廃棄施設のうち,一方の1廃棄施設のみを廃上しようとする場合

C 放射線発生装置 3台のうち,1台の使用の目的を変更しようとする場合

D 数量が 3テ ラベクレルを超えない密封された放射性同位元素を非破壊検査の目的で一時的‐lF使用場‐

所を変更して使用しようとする場合

l Aと B ()Aと C  3 Bと C  4 Bと D  5 Cと D        ‐  ‐

間 11次の変更のうち,文部科学省令で定める施設検査を要しない軽微な変更として,放射線障害防止法上正
しいものの組合せはどれか。

A 特定許可使用者が行う,数量が 1テ ラベクレノィの管封14た放射性同位元素?みの年用すす0使燿
施設の増設                                    ‐

B 特定許可使用者が行う,数量が 1テ ラベクレルの密封された放射性同位元素のみを貯蔵する貯歳施

設の増設

C 特定許可使用者が行う,密封されていない放射性同位元素を廃棄する廃棄施設の増設   ~.:
D 許可使用者が行う,貯蔵施設の貯蔵能力の変更 (数量がloテ ラベクレル以上の密封された放射性
同位元素に係るものに限る。)であって,貯蔵能力を loテ 7ベクレル未満から10テ フベクレル以上
とするもの     ・

oAと
B  2 Aと C  3 Bと C  4 Bと D  5 Cと D


